
愛
知
県
児
童
総
合
セ
ン
タ
ー
｜
春
季
特
別
企
画
｜

あ
そ
び
発
見
！
ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？

子
ど
も
と
と
も
に
育
つ
「
じ
ど
う
か
ん
」

あ
つ
ま
れ
！
「
線
」
の
あ
そ
び

子
育
て
の
お
は
な
し
／
A
C
C
の
コ
コ
が
す
き
！
／
募
集
と
お
知
ら
せ

開館時間＝9：00ー17：00　入場料＝中学生以下無料、その他300円

3月の休館日= 5、12日 　4月の休館日= 9、16、23日
5月の休館日= 7、14、21、28日

編集・発行／愛知県児童総合センター（財団法人愛知公園協会）
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〒480-1342  愛知県長久手市茨ヶ廻間乙1533-1
TEL 0561- 63 -1110   http://www.acc-aichi.org/

公共交通 ・・・ 地下鉄東山線「藤が丘」、愛知環状鉄道「八草」から
  リニモ「愛・地球博記念公園駅」下車

車 で・・・・・・・・ 東名高速・日進JCT経由名古屋瀬戸道路長久手ICから
  足助方面すぐ （愛･地球博記念公園  北駐車場利用）

愛知県児童総合センターは「遊び」をテーマ
にした県立大型児童館です。1996年の開館
以来、子どもと大人がともに、心と身体をフルに
活用して遊ぶことで、新しい気づきが実感でき
る時間と空間を提供しています。また、遊具や
遊びのプログラム開発、よりよい児童環境のた
めのネットワークづくり、セミナー・研修、調査・
資料収集、移動児童館など多岐にわたる活
動を行っています。

機関で

○詳しくは、館内の当日案内をご覧ください。プログラムは予告なく変更することがあります。

館内にある「ウソ」と「ホント」が遊びのカードになりました。

□ ウソのまち いろいろな材料をつかって不思議なまちをつくります。

□ 土の木  土の粘土をつかってみんなで大きな木をつくります。

□ ウソ絵日記  とほうもない、でっかいウソをついてください。

□ かがみかがみかがみ 鏡の世界であそびます。

□ ウソキネマ カナダアニメを上映します。

□ クロマキー テレビの中の不思議な世界で遊びます。

□ ウソのかおリレー 「ウソマスク」でちがう自分に変身（山下萌実さんのプログラム）

◎このほかにも、たくさんの「あそびのカード」があります。内容はどんどん変わっていきます。

毎日実施  10：00 ‒16：00

｜春季特別企画｜

A C C
A i c h i  C h i l d r e n ’ s  C e n t e r

子どもとおとな、ドキドキ 発 見！

A i c h i  C h i l d r e n ’ s  C e n t e r     N e w s  L e t t e r     2 012  s p r i n g

N e w s  L e t t e r 2 012  春

●あそびのカード

●ウソのモリ など

●ウソのききめ

小さな「自分」の大冒険！？ ありえない「ウソの世界」をつくります。
対象／小学2年生以上の子ども　定員／10名　受付／30分前

ウソがテーマのたべる遊び。
対象／子どもと大人　定員／各回６組　受付／各回30分前

みんなであそぶプログラム

土・日曜日、祝日 14：00 ‒15：00あつまるあそぶプログラム

日曜日実施  11：00‒、14：00‒たべるあそぶプログラム

2012  . 3 .17.土  ー5.6.日

｜春季特別企画｜愛知県児童総合センター

昔から「うそつきはどろぼうのはじまり」と言

われます。普段の生活の中では、「ウソ」は

ついてはいけないもの。だから、「あそび」

の中で、いっぱいの「ウソ」、ものすごい「ウ

ソ」をついてみましょう。ルールは「人がい

やな思いをするものはだめ！」ということ。

「ホント」と思っているものも、実は「ウソ」

かもしれません。すこしかたまった心をふん

わりやわらかくする「ウソ」もあります。「ウ

ソ！」と思うような「ホント」もあります。自分

の目で、耳で、鼻で、手で、感じて確かめて

みる。「ウソ」の世界と「ホント」の世界を

行ったり来たり。楽しい「ウソ」、ゆかいな

「ウソ」で、みんなで大いに笑いましょう。
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http://www.acc-aichi.org/
Tel 0561- 63 - 1110
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問合せ

日時 ： 2012年5月13日［日］
　　   13時から16時30分
対象 ： 小学2年生以上　定員 ： 10名

」グンキーォウ・ろど土「 回1第

応募期限 ： 2012年2月29日［水］必着
応募方法 ： ホームページ及び郵送で
　　　　　提案企画書の応募を受付けます。
賞典 ： 汗かくメディア賞（3作品） 賞金 100,000円
詳細はホームページにてご確認ください。
2012年募集要項
http://www.acc-aichi.org/asobi_program/asekaku/2012yoko.html

２０１１年９月１８日（日）公募で選ばれた子ども9名によ
る子ども運営会議を開催しました。たくさんの遊びのプ
ログラムを体験した後、児童総合センターのこれからに
ついてたくさんの意見をいただきました。そして、その中
から次の三つのことを事業等に反映させ実施しています。

アートと遊びと子どもをつなぐメディアプログラム2012
『汗かくメディア』では子どもたちが、メディアを通して、新
鮮な視点で世界に主体的にかかわり、気づきを広げ、新
しいコミュニケーションや表現を可能にする、メディアに関
わる遊びのプログラム（メディアアート作品、遊具、ワークショップ、
パフォーマンス等を含む）を募集します。入賞作品を3作品程
度選考し、愛知県児童総合センターとの共同企画として
2012年9月、作品を発表していただきます。

愛知県児童総合センター 

こどもエレベーター！ ぜんぶ！！
本多 嘉月くん

毎回プログラムが違って飽きません。
本多 将寿さん（あま市）

「とことこのへや」の水色のわっかが
好きです。  藤吉 歩南さん

ぜんぶすき ！！  藤吉 未琴さん

『ねんど』が好きです。
家ではこんなにできないので。
藤吉 結子さん（春日井市）

チャレンジタワーとあそびのスタジオ1の『ねんど』。
来るたびに新しい企画があって毎回楽しめるところが好きです。
藤吉 敦恭さん

あつまるあそぶプログラム
「せんのカタチ」に参加した
親子にインタビュー

愛知県児童総合センターの遊びのプロ
グラムをとおして、異年齢の子ども同士
の交流や主体的、創造的体験を深める
クラブ活動です。年間６回程度プログラ
ムをおこないます。

愛知県児童総合センター
を出発し、秘密の土さがし
をしながら歩きます。愛知
県陶磁資料館では学芸
員と一緒に作品鑑賞など
をおこないます。

ACCC
「あいちこどもクリエイティブクラブ」

児童総合センターの遊びを「ゆめたま号」に乗せて児
童館へ運び、現地のスタッフも加わって地域の子ども
と大人が一緒になって遊ぶプログラムです。遊びをと
おして、たくさんの出会いを楽しみにしています。平成
24年度の募集は県内市町村の児童福祉担当課を
通じて4月頃お知らせします。

「移動児童館・ゆめたま号」

A i c h i  C h i l d r e n ’ s  C e n t e r     N e w s  L e t t e r     2 012  s p r i n g A i c h i  C h i l d r e n ’ s  C e n t e r     N e w s  L e t t e r     2 012  s p r i n g

ACC のココがすき！

汗かくメディア2012募集中

募集と
お知らせ

児童館で働くために必要な基礎知識を習得します。今年度は、愛知県健康福祉部子育て
支援課の職員の方に講義をしていただき、午後からは臨床心理士の方に「児童館ってどん
なところ」をテーマに児童館についてお話しいただきました。

財団法人児童健全育成推進財団が認定する「児童厚生2級指導員」資格取得の認定科
目に指定されている「児童の発達理論」を始めとした4科目を2日間で行い、基礎知識の習
得を行います。

地域における健全育成活動の中核施設としての児童館の役割を理解し、館長としての児童
館の運営・管理についての知識・技術を習得し、児童の健全育成を推進することを目的とし
ています。今年度は、台風の影響により12月に延期し開催しました。23年の3月に発出され
た「児童館ガイドライン」について、財団法人児童健全育成推進財団の依田事務局長を講
師にお招きし、発出の背景とポイントについて講演いただきました。

児童館職員としての専門性を深めることを目的としています。東北地方太平洋沖地震発生後、
子どもたちの命を預かる児童館も危機管理を再確認する岐路に立っています。沿岸部や築
年数が経つ児童館からの要望もあり、今回のテーマは「防災と防犯」。中部大学工学部建
築学科の渡辺教授をお招きし、建物構造から考える安全な場所や災害時における職員の動
きなどを詳しくお話いただきました。

2011年受賞作品
「ビュートレス」

児童館初任職員研修 児童館で初めて働く方を対象［例年5月実施］

児童館職員研修会 児童館で働く方を対象［例年6月実施］

児童館館長研修会
児童館の館長、もしくは指導的立場にある
児童厚生員を対象［例年9月実施］

児童館職員専門研修会 児童館で働く方を対象［例年2月実施］

線のタイル
シュレッダーで切った色とりどりの紙を
台紙に貼り、タイルのようにならべます。

ライトテーブルの上に線のシートを重ねると… 「ドンドン」「にゅるり」など音のことばを
いろいろな線の材料でカタチにします。

線のカードをつないでゴールをめざす、
チーム対抗の遊びです。

線をひく
まっすぐ、ぐるぐる、キザキザなど、
ひたすら線だけをひきます。

土の粘土をぐるぐるにしてつなげます。

線をくむ
３本の紙テープを組み立てるように
ステープラーでとめていきます。

線をつなげる
細長い厚紙に穴をあけ、
割りピンでどんどんつないでいくと…

せんのカタチ

くるくる

線のアニメをつくる

線をかさねる

ぐるぐる

線のきもち

せんのとりで

長い針金をつかって、
くるくるの線をつくります。

直接16mmフィルムをひっかいて、
線のアニメをつくります。

児童総合センターでは、
これからも子どもたちの生の声を
事業等に取り入れていきます。

・ねんどの手洗い用の水のこまめな交換
・土・日・祝日は、「発見遊びの基地」の
  ハンティングワードを屋外でも実施
・23年度冬期特別企画での
  アニメの上映

愛知県には、約 300の児童館があります。これは、全国でも3番目に多い児童館数です。
児童館は、児童福祉施設として相談や援助、子育て支援を行い、
子どもや大人、地域が繋がる大切な場所です。
児童館の機能を最大限に生かすために、愛知県児童総合センターでは、
県立の中核児童館として地域の児童館の遊びの指導者である児童厚生員を対象に、
スキルアップと児童の健全育成を推進することを目的に研修会を行っています。

子どもとともに育つ「じどうかん」

「センベー」

毎週日曜日の「たべるあそぶプログラム」は、つくること・食べることを楽しむプ

ログラムです。つくって食べることもあそびの１つ。身近な材料でつくる体験を

通して、食べることの楽しさや大切さが伝わればと思います。だから、料理教

室のように上手につくる必要はありません。香りをかいだり、音を聞いたり、目

で楽しんだり、家族で声をかけあったり、なによりもつくっている過程を家族で

楽しみます。今回の特別企画「あつまれ！『線』のあそび」の中で実施したプロ

グラム「センべー」は、「線」＋「食べ物」という発想からうまれたあそびです。

線が焼けるにつれて、動いたり、色が変わってきたり、焼ける音を聞いてみたり、

香をかいだり、光にあてて影を見て楽しんだり、割って何にみえるか話したり、

楽しみ方はいろいろ。普段はあたりまえだと思っていることをちょっと違う視点

から見てみれば、子どもも大人も新しい気づきが生まれてきます。最後は使っ

た道具をみんなで洗いプログラムはおしまい。片付けも楽しくなります。

 線といってもまっすぐだったり、グニャグニャ
　 だったり、点々が集まって線に見えたり。
 みんなで線が焼ける様子をながめます。
 霧吹きを使い醤油で味付けをして完成。

 家族でいろいろな線を引き、
    一枚の「センベー」をつくります。

使用した食材：米粉、水、醤油
※「センベー」は冬季特別企画終了後も実施しています。

「子ども運営会議」開催

空間いっぱいに、みんなで線をはりめぐらし、
大きなとりでをつくります。

「あつまれ！『線』のあそび」では
「線」をきっかけにしたたくさんの新しい遊びにチャレンジしました。
「あつまれ！『線』のあそび」は、平成23年度の愛知県児童総合センター「冬季特別企画」として実施しました。

［ 2011年12月17日 ̶ 2012年1月22日 ］

せ ん


